
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】球面などの空間図形を，方程式で表すことができる。

□線分の内分点外分点の座標

　座標空間の点    ，    について，，間の距離を表す式は，

  であることから得られる。

　点  ，  ，  ，    を結ぶ線分を に内分する点を，外分する

点をとし，を原点とすると

　　　　　  

 
，　　  

 

と表されるから，次のことが成り立つ。

   ，  ，       

 

   


  


   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

  

 


 
 



 



 




  ，  ，  

 
  



  



  




各座標ごとに計算してもよい

             の

大きさを求めたと考える。

座標の分増やせばＯＫ

問８）　点， ， ，，，  ，， ， に対して，

　　　　次の各点の座標を求めよ。

　線分をに内分する点，外分する点

　内分点の座標を    ，外分点の座標を       とする。

　　    

 
，

    

 
，

    

 
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　 
   

 
， 

    

 
， 

    

 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，
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　線分をに内分する点，外分する点

　内分点の座標を    ，外分点の座標を       とする。

　　    

 
，

    

 
，

    

 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　    

 
，

    

 
， 

    

 
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　線分の中点　　　　　

　線分の中点の座標を    とすると

　　  


，

 


，

 




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　 の重心

　 の頂点，，および重心の原点に関する位置ベクトルを，それぞれ


  


から

導いてもよい

　，，，とすると

　　   ，   ，  

　である。よって

　　   



　　　 
         

　　   　　　　　　　　   
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   
















平面


□座標軸に垂直な平面の方程式

　座標軸に垂直な平面について考えてみよう。

　点    を通り，軸に垂直な平面をとする。

　平面上の点の座標は常にであり，

は方程式  を満たす点全体の集合である。

よって，  は平面の方程式である。

　また，平面は軸に垂直であるから， 平面に平行である。













   

平面


○軸に垂直

　　と聞かれたら

○＝を答える

 は

座標平面上の場合であれば「はすべての実数」

座標空間内の場合であれば「 はすべての実数」

であるのを省略してかいていることになる。

何を指しているかを考えよう。















   

平面


     

 

     

 

     

 

　一般に，次のことがいえる。

＜注意＞　平面は軸に垂直，

　　　　　　　平面 は軸に垂直，

　　　　　　　平面は軸に垂直である。



 



 

 














「かつ」は，座標平面では

どのような図形を表すだろうか

深める　「かつ」は，座標空間でどのような図形を表すだろうか。　
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 





 














垂直が出てきたら

垂直条件を

      

     

 

 

    

  

       

                    

        

          

          

 

      

    

 

 ，，   

   













練習２４の

　点    を通り，軸に垂直な平面の方程式は　

　法線ベクトルの１つを  とみると

　　      

　　　　　　より　

　　と求めることもできる
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          



   



   

   

   





   

   

   





   

   

  



  



  

 



点      で定まる平面をとすると，

　　　上の任意の点  について

　　　　　　

が成り立つことを用いる



           

 

        

  



  

  

   





  

   

   





   

  

   



     

  

 



     

       

 

 
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  ，  ，    

座標の分増やせばＯＫ
   

   

  

   

   






平行条件（共線条件）


  

  

 

     

 

   



 

      

 

         


            


   

  

    


   

  
   

 
   

   

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

 













 

     

     



 



       

   

       

          

          

                   


  

  

  



     

    

 




 




 



             

       

 



 



 



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       

      

                 

   

     


 

 




 






 

 




 






 

 




 








              




 

 


     










 

 


     










 

 


     








    







      

 

         

















      

      












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